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伊予銀行
大洲郵便局

大洲城

JR大洲駅

大洲まちの駅
あさもや大洲市役所
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肱川

ダイヤスポーツ

中川食品

フジグラン

美ゆき

至徳堂

伊予の小京都

郷
土
の

味
を
た
ず
ね
て

～新しくなる　肱川橋とともに　大洲の町を再発見～

大洲だより大洲だより
江
戸
時
代
の
高
名
な
陽
明
学
者
・
中
江
藤
樹

彼
が
若
き
日
々
を
過
ご
し
た
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

「
知
行
合
一
」の
精
神
を
感
じ
る
。　
至
徳
堂

江
戸
時
代
の
高
名
な
陽
明
学
者
・
中
江
藤
樹

彼
が
若
き
日
々
を
過
ご
し
た
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

「
知
行
合
一
」の
精
神
を
感
じ
る
。　
至
徳
堂

江
戸
時
代
の
高
名
な
陽
明
学
者
・
中
江
藤
樹

彼
が
若
き
日
々
を
過
ご
し
た
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

「
知
行
合
一
」の
精
神
を
感
じ
る
。　
至
徳
堂

　
臥
龍
山
荘
、
大
洲
城
、
お
お
ず
赤
れ

ん
が
館
、
お
殿
様
公
園…

と
、
大
洲
の

名
所
を
た
ず
ね
歩
き
、
そ
の
歴
史
を
ひ

も
と
い
て
い
く
う
ち
、
ひ
と
り
の
人
物

に
た
ど
り
着
い
た
。
江
戸
時
代
の
陽
明

学
者
・
中
江
藤
樹
だ
。
慶
長
13
年
（
１

６
０
８
）
、
近
江
国
に
生
ま
れ
た
藤
樹

は
、
米
子
藩
加
藤
家
の
武
士
で
あ
っ
た

祖
父
の
養
子
と
な
り
、
加
藤
貞
泰
公
の

大
洲
藩
へ
の
転
封
に
と
も
な
い
大
洲
へ

と
移
り
住
ん
だ
。
元
和
８
年
（
１
６
２

2
）
に
家
督
を
相
続
し
、
儒
学
研
究
に

邁
進
。
寛
永
11
年
（
１
６
３
４
）
、
故

郷
の
近
江
へ
と
帰
り
、
慶
安
元
年
（
１

６
４
８
）
に
亡
く
な
る
ま
で
、
日
本
陽

明
学
の
確
立
と
「
知
行
合
一
」
の
道
を

実
践
し
た
と
い
う
。

　
の
ち
に
「
近
江
聖
人
」
と
称
え
ら
れ

た
藤
樹
に
、
大
洲
の
人
々
も
尊
敬
の
念

を
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
明
治
36
年

（
１
９
０
３
）
、
愛
媛
県
立
宇
和
島
中

学
校
大
洲
分
校
が
大
洲
中
学
校
と
し
て

独
立
し
た
際
、
そ
の
校
地
の
一
部
に
藤

樹
の
屋
敷
跡
が
位
置
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
「
中
江
藤
樹
先
生
邸
址
校
」
と

位
置
づ
け
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
た
の

で
あ
る
。
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
に

は
滋
賀
県
の
藤
樹
書
院
か
ら
分
け
ら
れ

た
「
藤
樹
先
生
ゆ
か
り
の
藤
」
を
移
植
。

「
遺
愛
の
藤
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
藤
は

現
在
も
毎
年
、
初
夏
に
美
し
い
花
を
咲

か
せ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
14
年
（
１

９
３
９
）
、
大
洲
出
身
の
工
学
博
士
窪

田
哲
二
郎
の
寄
付
に
よ
り
、
藤
樹
の
旧

宅
に
な
ぞ
ら
え
た
書
院
「
至
徳
堂
」
が

大
洲
中
学
校
（
現
大
洲
高
等
学
校
）
敷

地
内
に
建
立
さ
れ
た
。
木
造
平
屋
、
武

士
の
屋
敷
を
再
現
し
た
邸
内
に
は
、
高

村
光
雲
直
系
の
木
彫
家
関
野
聖
雲
に
よ

る
「
藤
樹
先
生
木
像
」
を
安
置
。
こ
ち

ら
は
窪
田
哲
二
郎
の
兄
弟
に
よ
り
寄
贈

さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
内
部
も
見
学

で
き
、
大
洲
高
校
の
文
化
祭
な
ど
で
は

茶
道
部
に
よ
る
お
茶
会
も
開
か
れ
て
い

る
。
大
洲
高
校
の
伝
統
的
教
条
は
「
知

行
合
一
」
。
藤
樹
の
精
神
は
、
こ
う
し

て
大
洲
人
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

く
の
だ
ろ
う
。

　
昭
和
28
年
創
業
の
「
美
ゆ
き
」。
そ
の
名
は
初
代
・
丸
井

幸
子
さ
ん
が
神
戸
で
の
修
業
時
代
、
店
の
主
人
か
ら
授
か
っ

た
。「
幸
子
（
ゆ
き
こ
）
さ
ん
の
美
し
い
店
を
」
と
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
神
戸
で
鉄
板
焼
を
学
ん
だ
幸

子
さ
ん
は
故
郷
の
大
洲
で
ス
テ
ー
キ
を
は
じ
め
お
好
み
焼
き

や
焼
き
そ
ば
、
焼
き
飯
な
ど
を
提
供
。

　
中
で
も
、今
や
店
の
看
板
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
ち
ゃ

ん
ぽ
ん
」
は
、
昭
和
40
年
頃
、
常
連
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

よ
り
生
ま
れ
た
一
品
。
神
戸
時
代
に
伝
授
さ
れ
た
ソ
ー
ス
が

旨
さ
の
決
め
手
で
、
レ
シ
ピ
は
一
子
相
伝
。
幸
子
さ
ん
か
ら

二
代
目
へ
、
そ
し
て
現
在
店
を
切
り
盛
り
す
る
三
代
目
・
浩

之
さ
ん
へ
と
受
け
継
が
れ
た
門
外
不
出
の
味
だ
。「
い
ず
れ

は
自
分
の
子
ど
も
に
こ
の
味
を
伝
え
る
の
が
私
の
使
命
」
と

語
る
浩
之
さ
ん
。
家
族
で
守
る
そ
の
味
が
、「
美
ゆ
き
」
が

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
続
け
る
所
以
だ
ろ
う
。

鉄
板
焼
一
筋
�創
業
半
世
紀
を
超
え
る
老
舗

一
子
相
伝
の
ソ
�
ス
に
感
じ
る
心
意
気

鉄
板
焼
・
ス
テ
�
キ　

美
ゆ
き
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発行元
肱川橋橋梁架替工事連絡協議会

開
校
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て「
藤
樹
先
生
邸
址
碑
」

を
建
立
。題
字
は
東
京
帝
国
大
学
教
授
で
あ
り
哲
学

者
の
井
上
哲
次
郎
が
揮
毫
し
た

文化祭では茶道部がお点前を披露

邸内に鎮座する藤樹先生木像

毎年５月頃に「遺愛の藤」は見頃を迎える

大洲高校の敷地内には、中江藤樹が実際に使っていた
といわれる井戸が残っており、「中江の水」と呼ばれ
ている。今でも湧いているというから驚きだ

住　　所／大洲市中村618-8
電話番号／0893-24-3308
営業時間／11:30～14:00
　　　　　17:00～22:30
定 休 日／月曜
　　　　　（祝日の場合は翌日）

住　　所／大洲市大洲737 大洲高等学校内
電話番号／0893-24-4115（大洲高等学校）
開館時間／8:20～16:50
　　　　（大洲高等学校にて事前受付が必要）
休 館 日／土・日曜、祝日（休校日に準ずる）
入館無料
※駐車場は校内の駐車スペースを利用

焼きそばと焼き飯を一緒に焼いた
「ちゃんぽん」（1,080円）。
テレビなどでも取り上げられ、
遠方からの客も増えたという

おおず歴史華回廊
イベント＆トピックス

夏のまち歩きツアー　6月1日（水）～8月31日（水）
《全5コース》予約申込み受付中

屋形船から大洲城下を眺める川下りと、老舗菓子舗（2箇所）でのおやつタイムあり！
■料金：お１人様3,000円（施設入館料、川船乗船料、和菓子代金込み）
■開催日：土曜　■時間：13：00～15：30（約2時間30分）※12：50までに「まち
の駅あさもや」集合　■距離：約1.5km

夏旅 1
百年の刻歴史華回廊 ～殿様が愛でた風景と名職人の物語～

肱南編

赤煉瓦館の納屋カフェでワッフルセットのティータイム！
■料金：お１人様1,500円（施設入館料、赤煉瓦カフェ代金込み）
■開催日：日曜・祝日　■時間：10：00～12：00（約2時間）※9：50までに「まち
の駅あさもや」集合　■距離：約2km

夏旅 2
麗しの浪漫華回廊 ～明治に華咲く和と洋の競演～

肱南編

観光列車「伊予灘ものがたり」（大洲編）下車からの参加がおすすめ
■料金：お１人様1,500円（スイーツ代金込み）　■開催日：土曜
■時間：11：00～12：30（約1時間30分）※10：50までに「JR伊予大洲駅」集合
■距離：約2km

夏旅 3

夏旅 1・2・3・4お申し込み・お問い合わせ

TEL：0893-57-6655（大洲観光総合案内所）
http://www.asamoya.com/kairoh/

夏旅 5お申し込み・お問い合わせ

TEL：0893-39-2211（河辺ふるさとの宿）
http://www.kawabe-furusato.com/

女子旅スイーツ華回廊 ～レトロかわいい路地散歩～

肱北編

長浜の磯でとれたサザエのつかみどり体験あり！ 地元で愛されるパン屋さんでおやつタイムあり！
■料金：お１人様1,500円（サザエのつかみどり体験・おやつ代込み）　
■開催日：第3土曜（6/18、7/16、8/20）　■時間：10：00～12：00（約2時間）
※9：50までに「大洲市役所長浜支所」集合　■距離：約1.5km

夏旅 4
青い海と赤い橋 華回廊～湊町長浜をまちなみ散策～

長浜編

オプションで龍馬衣装の貸出しもあります（1,000円）
■料金：お１人様3,500円（昼食代、参加賞込み）
■開催日：第３土曜（6/18、7/16、8/20）　■時間：9：30～13：00頃まで
　※9：00までに「河辺ふるさとの宿」集合
■距離：約2.5km　■その他：1泊2日の宿泊コースもあります。

夏旅 5
坂本龍馬脱藩の道～ミニウォークと懐かしの食を楽しむ～

河辺編

とき



大
洲

　
明
治
36
年
創
業
。
「
町
の
豆
腐
屋
さ

ん
」
と
し
て
、
ま
た
店
先
に
は
野
菜
も

日
用
品
も
並
ぶ
、
い
わ
ゆ
る
「
地
域
の

便
利
屋
」
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
た
老
舗

だ
。
四
代
目
に
受
け
継
が
れ
た
頃
か

ら
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
台
頭
。

時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、
中
川
食
品

な
ら
で
は
の
商
品
開
発
と
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
の
卸
し
を
強
化
し
て

い
っ
た
と
い
う
。
南
予
地
方
は
木
綿
豆
腐
を
好
む
傾
向
に
あ
り
、
看

板
商
品
「
昔
づ
く
り
木
綿
豆
腐
」
は
、
大
豆
を
た
く
さ
ん
使
い
、
水

を
少
な
め
に
す
る
こ
と
で
濃
厚
に
仕
上
げ
た
。
大
豆
の
風
味
を
し
っ

か
り
感
じ
ら
れ
る
一
品
だ
。

　
さ
ら
に
、
2
0
1
4
年
の
大
洲
え
え
も
ん
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

南
予
地
方
で
は
古
く
か
ら
ハ
レ
の
日
な
ど
に
食
さ
れ
て
い
た
伝
統
食

材
「
し
め
と
う
ふ
」
と
、
大
洲

産
大
豆
「
ふ
く
ゆ
た
か
」
を
使

用
し
た
「
す
く
い
と
う
ふ
」
が

認
定
さ
れ
た
。
愛
知
県
の
豆
腐

店
で
修
業
を
積
ん
だ
五
代
目
も

数
年
前
に
帰
郷
し
、
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
品
や
工
場
直
営
店
と
し

て
の
整
備
な
ど
、
販
路
拡
大
を

狙
い
様
々
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
い
る
。
「
い
ず
れ
は
地

元
に
帰
っ
て
き
た
い
と
い
う
若

者
を
受
け
入
れ
て
い
け
た
ら
」

と
語
る
五
代
目
・
雄
一
さ
ん
。

若
い
力
が
老
舗
の
伝
統
を
守

り
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
べ
く

奮
闘
し
て
い
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
」
と
い
う
思
い
に
突
き
動
か
さ
れ
、
大
洲
駅
前

で
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
を
開
き
、
50
周
年
を
迎
え
た
「
ダ
イ
ヤ
ス
ポ
ー

ツ
」
。
現
在
は
二
代
目
で
あ
る
息
子
の
直
俊
さ
ん
夫
婦
と
、
家
族
で

店
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
。
市
内
唯
一
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
、
学
校
へ
の
体
育
器
具
の
納
入
や
、
部
活
動
を
す
る
生
徒
・

学
生
へ
の
シ
ュ
ー
ズ
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
用
具
の
提
供
な
ど
地
域
密

着
店
と
し
て
の
役
割
が
大
き
い
。

「
大
型
店
舗
が
増
え
る
中
、
生
き
残
る
た
め
に
は
私
た
ち
小
売
店
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
」
と
、
お
客
様
へ
の
細
や
か
な

対
応
を
心
が
け
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
グ
ロ
ー
ブ
や
シ
ュ
ー
ズ
な
ど

用
具
の
修
理
。
特
に
高
校
野
球
の
夏
は
グ
ロ
ー
ブ
の
修
理
依
頼
が
多

く
、
店
以
外
で
購
入
し
た
も
の
に
つ
い
て
も
対
応
。
「
一
生
懸
命
、

汗
を
流
す
学
生
を
応
援
し
た
い
」
そ
の
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
直

俊
さ
ん
は
西
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
27
社

で
構
成
さ
れ
た
「
P
S
B
」
の
勉
強
会
に
参
加
し
、
修
理
の
技
術
な

ど
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
尽
力
。
一
方
で
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の

指
導
員
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
公
民

館
な
ど
で
年
配
の
方
々
を
対
象
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
指
導
を
行
っ
た
り
と
、
幅
広
い
年

代
で
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加
を
目
指
し

て
い
る
。

歴
史
の
風
薫
る
大
洲
市
。
そ
の
商
店
街
に
は
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
、

活
気
の
あ
る
お
店
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

商
店
街
探
訪

中
川
食
品

ダ
イ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ

肱
川
橋
架
替
工
事
リ
ポ
ー
ト
⑤

肱
川
橋
架
替
工
事
リ
ポ
ー
ト
⑤

大
洲
の
食
文
化
を
守
り
、伝
え
る

地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
の
挑
戦

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
情
熱
を
注
ぎ
半
世
紀

人
情
味
溢
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
愛
さ
れ
る

住　　所／大洲市中村228-6
電話番号／0893-24-2392
営業時間／9:00～19:30
定 休 日／なし

住　　所／大洲市大洲253-2
電話番号／0893-24-2881

　

最
初
に
、
主
催
者
で
あ
る
中
央
建
設（
株
）
現
場
代

理
人
の
松
本
さ
ん
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
国
土
交
通
省

四
国
地
方
整
備
局
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
建
設
監
督
官

の
藤
本
さ
ん
よ
り
、
な
ぜ
肱
川

橋
を
架
け
替
え
る
の
か
、
肱
川

橋
架
替
工
事
に
関
す
る
事
業
概

要
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

測
量
と
い
う
初
め
て

の
体
験
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
係
員
の
方
々
に

丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
生
徒
の
み
な

さ
ん
は
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
測

量
は
工
事
の
基
礎
で
あ

り
、
工
事
を
す
る
に
あ

た
り
一
番
大
事
な
こ
と

は
正
し
い
測
量
を
行
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
、
学
べ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
、
肱
川
漁
業
協
同
組
合
大
洲
支
部
の
協
力
の
も

と
、
肱
川
に
鮎
を
放
流
し
ま
し
た
。
バ
ケ
ツ
に
入
れ
た

鮎
を
生
徒
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
肱
川
に
放
流
し

た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積

ん
で
い
る
鮎
を
ホ
ー
ス

を
使
っ
て
一
度
に
大
量

に
放
流
し
た
り
、
楽
し

そ
う
に
行
う
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

　

最
後
は
、
今
春
完
成
し

た
ば
か
り
の
仮
設
の
橋
の

上
を
歩
い
て
渡
り
ま
し

た
。
現
在
の
肱
川
橋
を
真

横
に
見
な
が
ら
歩
く
こ
と

な
ど
普
段
は
で
き
な
い
経

験
に
、「
と
て
も
良
い
経

験
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ

測
量
体
験
。

　

1
班
か
ら
6
班
に
分
か
れ
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
と
い
う

機
械
を
使
い
ま
す
。

①
肱
川
の
河
原
に
て
、

4
か
所
の
地
点
の
内
角

を
測
定
。
四
角
形
の
内

角
の
和
が
い
く
つ
に
な

る
か
。

②
肱
川
の
河
原
か
ら
冨

士
山
展
望
台
ま
で
の
水

平
距
離
は
1
0
0
0
m

よ
り
長
い
か
？
高
低
差

は
？

と
い
う
問
題
に
答
え
る
形
で
体
験
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　今回は、平成27年、28年度肱川
橋改良工事の一環として、中学生
を対象に行われた中央建設（株）主
催「測量体験及び鮎の放流」につい
て、その模様をお伝えします。

日時／６月 14日　8時 30分～12時
場所／肱川の河川敷
参加／大洲市立大洲南中学校 1年生

大
洲
市
民
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
肱
川
橋
で
す
。

　

大
正
２
年
の
初
代
完
成
か
ら
１
０
０
年
以
上
、
大
洲
市
民
の
生
活
を
支
え
て
き
た
肱
川
橋
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
５
代
目
へ
の
架
替
え
に
関
し
て
は
、
地
震
時
の
耐
震
性
の
強
化
や
、
川
の

流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
と
い
う
治
水
上
の
問
題
の
解
消
、
さ
ら
に
歩
道
を
広
げ
る
こ
と
で
歩

行
者
や
自
転
車
の
通
行
も
ス
ム
ー
ズ
に
。
今
後
、
今
秋
の
迂
回
道
路
へ
の
切
替
を
目
指
し
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大洲市立大洲南中学生への
測量体験及び鮎の放流

冨士山展望台までの
距離は何m？


